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隈元雅博会長

　皆さんこんにちは。
　2011年３月11日の東日本大震災から７年目を迎
えました。
　改めて犠牲になられた方々に心より哀悼の意を捧
げさせていただきます。
　ＲＣにおいては、国内・外ＲＣ会員有志によって
立ち上げられたプログラムに『ロータリー希望の風
奨学金』があります。
　内藤財団委員長からの案内もあり、ご存知のメン
バーも多くいらっしやるかと思いますが、この機会
にまたご紹介させていただきます。
　これは、東日本大震災により災害孤児となった青
少年たちに、少しでも学業を継続できるような教育
支援をしてゆきたいという会員の願いから立ち上げ
られたもので、2018年２月現在、奨学金の給付者
は137名になっております。
　支援者名簿には支援した方々の名前が掲載されて
います。一般の方でも支援できるようになっている
ようです。
　東日本大震災に限らず、熊本豪雨など激甚災害な
どにおいて、日本国内外からのボランティアや支
援は、被災された皆様には本当にありがたいもので
す。
　先ほどご紹介した2790地区からの台湾東部地震
義捐金もその一つです。
　実は震源となった花蓮県はかずさ青年会議所と
姉妹関係にある花蓮ＪＣのある地でして、私を含

め、君津ＲＣメンバーの大川会員、坂井会員、茂田
会員、猪瀬会員、大森会員、谷会員やその他のメン
バーも何度も訪問させていただいている場所です。
　訪問させて頂くたびに、それはもうすごい歓迎を
していただきます。
　世界は一つです。人の心も必ず一つにできると信
じています。
　今は、私たちが世界平和と地域貢献のために支援
をする時だと考えます。
　共にロータリー活動を行っていき、心と世界を一
つにしていきましょう！

報　　告
１．先週３月５日に第９回理事会が開催されました

のでご報告を致します。
①会計報告　※承認
②次年度ガバナー公式訪問について　※承認
　平成30年８月22日（水）
　木更津東ＲＣ、富津シティＲＣ、君津ＲＣ
　平成30年10月11日（木）
　木更津ＲＣ、上総ＲＣ、富津中央ＲＣ、袖ケ浦ＲＣ
③次年度米山奨学生について　※承認
　次年度新規採用奨学生23名に対し、30以上の

クラブが希望しているため近年お世話をしてい
ないクラブ優先となり、当クラブは見送り

④来年に向けての会員拡大について　※承認
　現在会員数59名、目標61名。
　６月までに会員数２名拡大に向けてご協力くだ

さい
⑤４月15日の家族例会及び４月16日の例会につ

いて　※承認
　３月24日（土）に家族例会もあり、２か月連

続となり慌ただしく参加者の負担も大きいの
で、４月16日（月）通常例会を開催する。内
容は次年度タイムとする。

⑥その他　※承認
⑴次回４月の理事会について４月２日（月）

13時30分～
⑵スリランカプロジェクトについて、進捗状況

および今後のフォローについて詳細が分かり
次第報告する



２．３月９日（金）周西中学校の卒業式が開催され
ました。当クラブからは、私（隈元会長）が出席
してきました。

３．２月６日に台湾東部を襲った地震に際し、被災地
への義捐金についてガバナー事務所より案内が届い
ております。ＢＯＸを回しますので無理のない範囲で
のご協力をお願い致します。

　　※義捐金合計　30,200円

幹　事　報　告
岡野　祐副幹事

１．例会変更についてのお知らせ
〈袖ケ浦ＲＣ〉
　①日　時：３月26日（月）点鐘18時
　　場　所：木更津ビューホテル
　　内　容：家族親睦花見例会
　②日　時：４月２日（月）　＊休会
　　理　由：定款第８条第１節Ｃ項
２．次回例会のプログラムは、ＲＹＬＡセミナーの
報告会となっております。参加された方は、発表
をお願い致します。なお発表の内容は週報に掲載
しますので、原稿をご持参下さるかメールにて事
務局まで提出下さるようお願い致します。

〈回　覧〉
１．君津ＲＣ週報
２．第４分区週報
３．2018 JAPAN RYLAセミナー案内
４．2018年２月、台湾東部地震の義捐金の案内
５．勝浦ＲＣ創立55周年記念式典及び祝賀会の案内
６．第23回日本青少年交換研究会・千葉会議の案内
７．君津市国際交流協会よりホストファミリー募集

の案内
８．the rotarian（英語版）
　
〈配布物〉
１．例会プログラム
２．ガバナー月信（３月号）８Ｐに新ポール・ハリ

ス・フェロー：早見会員・時下会員掲載
３．鈴木会員より（回転はさみ刈りチラシ等）

委　員　会　報　告
公共イメージ向上委員会
「ロータリーの友」３月号紹介

谷口弘志委員
　日鉄住金テックスエンジ㈱の谷口です。公共イ
メージ向上委員会の今月当番として私の方から今月
号の紹介を致します。時間の関係もありますので、
今月号の特集を中心に３つの話題について掲載記事
の概要を説明したいと思います。

⑴　３月号の横書き欄の最初には水と衛生月刊の
特集として、「１滴の水から広がる奉仕」という
テーマで各ＲＣ（主に４つ）の国際奉仕活動が
P10からP15に掲載されています。

　　名古屋の“あまＲＣ”では、2010年からラオス・
ビエンチャン県内の小学校に井戸とトイレを提
供して来た活動が、2016年6月にビエンチャン県
ポンホン郡長のセンスリータ氏からの手紙（支
援要請）を受け取ったことを契機に、2016年度
－2017年度に「ラオス『水と衛生』『識字率向
上』プロジェクト」に発展し、地区内84のクラ
ブと会員に参加を呼び掛けて大々的にラオス・ビ
エンチャン県内の山村の小学校を中心に奉仕活動
を展開したそうです。同県の多くの村では川から
水を汲んで生活水にしているが、眼病、皮膚病、
消化器系の疾患、寄生虫による健康被害が起きて
いるとのこと。そして水汲みは女性や子供の仕事
とされていて、家事や学習の時間が十分に持てな
いとの問題が生じているとのことです。

　　奉仕活動の具体的な内容は、ポンソンプン村に
給水塔を設け、簡易水道を引いてトイレの横に手
洗い場を建設。ビエンチャン県ピンフープ郡ポン
カン村に簡易水道を設置。基本的教育と識字率向
上を目的に、教室を増築する為の建築資材と文具
の購入費用を寄付。マンゴーやヤシなど2,500本
の植樹を実施。これらは地区補助金や会員の寄付
を含めて総額450万円余りの支援事業を推進した
とのことでした。

　　宮城県の“仙台ＲＣ”では、ミクロネシア連邦ポ
ンペイ州のポンペイＲＣと協同で、同連邦チュー
ク州ウエノ島にあるチューク女性評議会（女性の
自立、健康、福祉の促進を目指すＮＧＯ）を支援
対象として、その活動拠点の「シノブ・ポール・
メモリアルセンター」に雨水集水貯水システムを
設置する「レインボーネシア　水と衛生プロジェ
クト」事業を推進しました。2015年－2016年の
３ヵ年でプロジェクトを進め、地区補助金、並び
に東京田園調布緑ＲＣ、東京白金ＲＣ、東京羽田
ＲＣ、八戸南ＲＣ、鎌倉ＲＣなどの他ＲＣの支援
を受けて、１基当たり5,700ℓの雨水を貯水する
水タンク３基と浄水ろ過機を設置したとのこと。
　尚、本事業の切掛けは東日本大震災発生後にミ
クロネシア連邦から復興へのメッセージと義援金
を頂いたことで、何か恩返しが出来ないか、と草
の根レベルの絆を深めて来た中で本プロジェクト
が生まれたようです。

　　埼玉県の“さいたま欅ＲＣ”では、2010年度－
2011年度にお世話した米山奨学生チャイウッ
ト・マユリーさんが、帰国後にタイのチェンライ
で麻薬更生施設を運営しており、彼女を応援する



ことが切掛けでチェンライの友好クラブのバーン
ＲＣと協同にて、今年度に小学校に浄水器の設置
や文具の寄贈を行ったとのことでした。

　　滋賀県の“彦根ＲＣ”では、今年度、クラブ初の
国際奉仕事業としてベトナムのハノイにある障害
児施設の「平和村」において、老朽化した手洗
い場、シャワー、トイレ設備の改修を支援した
とのこと。この「平和村」は約100人の子供が暮
らす、1991年に建設された病院併設の国立施設
で、ベトナム戦争で使用された枯葉剤の影響とみ
られる障害児のリハビリテーションと教育、更に
はハノイ市街のストリートチルドレンの自立更生
を担う施設です。

　　発展途上国の衛生環境向上を目指しているＮＰ
Ｏ法人の“手を洗おう会”と協定を結び、活動を推
進したとのことでした。

　　その他、アジア地域の水と衛生に関する地域情
報として、インド、台湾、韓国、フィリピンのト
ピックス的な記事が掲載されています。

　　これらの衛生事業には、今回の記事には掲載さ
れていませんが、君津ＲＣの国際奉仕活動である
スリランカへの浄水器の寄贈も含まれ、今年２月
第一例会の卓話で大住委員長が報告されたスリラ
ンカ報告が思い出されます。

　　人間の体の50～75パーセントは水でできてい
て、水なしでは5日も生きていけない訳であり、
あらためて“水の大切さ”、“東南アジア地域の水
事情の悪さ”、“我が国が水資源に恵まれているこ
と”を考えさせられた特集でした。

⑵　年月の経過は非常に早いもので、昨日、３月
11日に東日本大震災の７周年を迎えました。

　　この日の出来事は今でも鮮明に記憶に留まっ
ています。私個人にとっては、５年間の富津勤務
を終えて九州に帰る人事異動の内示日でもあった
為、午後一番に上司から転勤の内示を頂いて異動
先の関係者に連絡をしていた矢先に、二度も大き
な地震に見舞われながら部下の安否確認等の対応
に追われた一日でした。

　　この大震災についてP21からP24迄、東日本大
震災「心は共に」という記事が掲載されていま
す。“ロータリーの友”では今月は東日本大震災、
来月は丁度２年を迎える熊本地震を特集する予定
になっています。

　　P21には“ロータリー東日本大震災青少年支援
連絡協議会”が主体となって、震災遺児達を大
学、専門学校への入学から卒業までを支援する
「ロータリー希望の風奨学金」の奨学生と懇談会
を実施したことが紹介されています。関東圏の学
生４名と協議会からの３名のロータリアンの交流
で、奨学生たちはロータリーのことを色々知るこ

とが出来て、今後も交流を続けて行きたいとの感
想だったそうです。

　　P22には、愛知県の“尾張旭ＲＣ”の「東日本被
災地支援事業」の活動が載っています。宮城県の
松島町と三春町などを訪ねて現地ＲＣと旧交を温
めると共に、幼稚園や小中学校を訪問してタオル
と学習帳を贈呈しているようです。訪問者７名は
双葉郡浪江町から双葉町の帰宅困難区域を通る際
に、大型クレーンが現われ、放射線量が通常の
20倍を表示するなど、福島第一原発付近を通過
していることを実感されたようです。本活動は６
年目を迎え、月日の早さや環境の変化を実感する
一方、被災者たちの心痛はいかばかりかと思いを
新たにした３日間だったこと、加えて「（支援
の）継続は力なり」、「（現実）百聞は一見にし
かず」との思いを痛感したとの総括でした。

　　P23には宮城県の“岩沼ＲＣ”が協力し、岩沼市
が復興のシンボルとして取り組んで来た「千年希
望が丘」造成事業が記載されています。本事業
は、３万３千人のボランティアを募り、28万本
の苗木を植樹したもので、震災から６年が経過し
て、市主催の植樹祭は終了して今では「サポー
ター制度」で除草や清掃を含む管理を進めている
とのことです。今年度は、11月に社会奉仕委員
会と青少年委員会のコラボ企画として、インター
アクター、ボーイスカウト、ガールスカウトと共
に計53人で「千年希望の丘」を訪れ、慰霊塔に
一人一人献花して冥福を祈ったとのこと。また丘
の上のあずまやで非常食の試食、除草作業後に交
流センターで「震災から６年の歩み」というビデ
オ鑑賞、それに感想と意見交換を行ったことが紹
介されています。当該クラブも言っている様に、
震災の記憶を次世代に語り継ぐ責任を果たしたい
との思いが大切なことであると私自身も再認識し
たところです。

⑶　縦書き欄ではP4からP8に「今からはじめる長
生きのための食生活の秘訣」と題して、フードア
ナリストで栄養士の笠井奈津子氏の記念講演録が
掲載されています。　

　　巷で健康情報が溢れていますが、それに惑わ
されないことが重要で健康の大前提のキーワード
は「何が健康に良いかというのは人それぞれであ
る」という主張です。そして長生きのためには、
良いものを一つ足すという「プラスワンメソッ
ド」を提唱されています。

　　最近の身近な話題に、「糖質は取った方がい
いのか？　取らない方がいいのか？」を問われる
機会が多いようで、結論としては糖質を落せば痩
せるのは確かであるが、それが健康に良いかどう
かは別ものだそうです。また「ビールは糖質が多



い」のでビールをやめればぐっと減るだろうと思
われがちであるが、それは単なる思い込みに過ぎ
ない。

　　思い込まないこと、あふれる健康情報に惑わ
されず、自分にとって、何が一番効果があって、
何が大事なのか、を見つけることが重要だそう
です。40歳を過ぎて代謝が落ちてくるので、た
だ単に糖質などのカロリー制限をするだけだと、
代謝がスムーズにいかなくなってくるとのことで
す。バランスよく良質のものを取る食事に切り替
えることが大事で、その為には野球やサッカーの
スポーツと同様にスターティングメンバー（一人
のスター選手より、選手全員の調和）を押さえる
ことが必要だそうです。

　　長生きする為には４つのスタメンがあって、そ
れは主食、主菜、副菜、汁物であり、主食はエネ
ルギー源である炭水化物、主菜は体をつくるタン
パク質、副菜はビタミンやミネラルを供給する野
菜やキノコ類、最後が体を温めて血行を良くして
くれる、そして水溶性のビタミンが摂取できる、
具沢山の汁物だそうです。一日分の自分の食事の
記憶を思い出し、パッケージの栄養分表示などを
利用して、自分が普段食べている量でどのくらい
のタンパク質が取れているのか、塩分がどれくら
いあるのか、などをチェックするのがお勧めとの
ことです。

　　自分の一日三食分の食事記録を４つのスタメン
に分類して12個の欄のマトリクスをバランス良
く埋められるかどうかをチェックする。８以上は
合格、７以下は不合格ということで、その場合は
意識改革が必要なのだそうです。では意識改革は
どうしたら良いかというと、まず空欄を埋める、
そしてその次に多過ぎるものを減らすという手順
で食生活を改善する。多過ぎるものを減らすこと
から始めるマイナス思考はとらないことがポイン
トの様です。というのは、糖質制限が行き過ぎて
主食が足りてないと気力が湧かない、タンパク質
が足りてないと気分が落ち込みやすくなる（メン
タルヘルスに大きく関ってくる）。疲れやすさは
副菜不足、汁物の不足は免疫力の低下を招くこと
に繫がる。プラスワンメソッドとは、四つのスタ
メンの内で欠けているものを一つ足して改善する
ことです。記事の中では４人のロータリアンの食
生活をチェックしてプラスワンメソッドを適用し
た具体的な食生活のアドバイスが記述されている
ので、一度、熟読されるのをお勧めします。

　　最後に長生きの為には食材も大切ではあるが、
「食事を楽しく取る、心の栄養も忘れずに！」と
いうことが秘訣で、同じものを食べていても、ど
ういう気持ちでそれを食べるのか、ということで

消化能力が違ってくるそうです。従って、ビール
などの嗜好品は「心の栄養素」としてマトリクス
の欄外に位置づけることがお勧めだそうです。

　以上で“ロータリーの友”の紹介を終了致します。

ニコニコＢＯＸ
隈元　雅博	 本日予定していた前田会員が急務に

より欠席となり、急遽プログラムが
変更になりましたことお詫びいたし
ます。

	 ただ、委員会活動を振り返り、次年
度へ引き継ぐ良い機会になったので
はとプラスに考えていただければ幸
いです。

	 2017－2018年度も残り数か月です
が、やれることは沢山あると思いま
す。2018－2019年度に向けて共に
頑張ってまいりましょう！

		 ～Think Glocal～（シンク グローカ
ル）「地域貢献と世界平和活動の両
立」を共に目指して行動しましょう！

岡野　　祐	 先日かずさマジックの球場開きに行
きました。今年は、新しい戦力も加
わり、都市対抗期待できそうです。

坂本　直樹	 先週末の３月10日、私にとっては第
2子にあたる長男、義父　石川社長
にとっては、15人目！の孫が誕生致
しました。出産に立ち会い、改めて
女性の強さと生命の神秘を感じまし
た。子供達が育つ未来が平和である
ことを願って止みません。大変大き
く‼頂きました。

秋元　政寛	 暖かくなったと思ったら、花粉症に
苦しんでいます。涙が止まらず目を
真っ赤にしています。それでなくて
も卒業のシーズン、目を赤くしなけ
ればならないのですが。３日後の卒
業式に向けて気を引きしめたいと思
います。

内山貴美子	 昨日、富津シティの立石会長が竹
岡漁港で復興支援の花火でイベント
を開催してロータリーをＰＲして頑
張っていました。君津ロータリーも
負けずに頑張りましょう！

大浦　芳弘	 11時25分に来て、最初に座席クジ
を引いた所、大当りでした。ありが
とうございます。早い来場は、三文
の得です。

近藤　洋子	 先日“私の記念日”で春色のお花を　



頂きました。ありがとうございま
す。

谷口　弘志	 先々週、会社でトラブルがあって、
先週は非常に多忙な１週間でした
が、土曜日に会社の若者との交流イ
ベントが開催されて、心身ともにリ
セットできました。残り三週間、年
度末に向けて一頑張りです。

鈴木　荘一	 本日は４つのテストありがとうござ
いました。

石川夕伎夫	 大変ご無沙汰しております。今年初
めての例会出席、ロータリー活動に
協力出来ず申し訳ございません。体
調不良などが重なり欠席させていた
だきました。出来る限り出席して活
動に協力させていただきます。

村上　　進	 皆様、こんにちは。
	 昨日、かずさマジックの球場開きに

行き試合を応援して来ました。３回
位までは、気温が温かく試合もリー
ド、それ以降は風もふき本当に寒く
なり試合も負けてしまいました。今
年はドームと大阪に行けるといいで
すね。

大森　俊介	 東日本大震災から７年。まだまだご
苦労されている方も大勢いらっしゃ
ると思います。風化させる事なく、
自らの防災意識を高めていきたいと
思います。

廣田　二郎	 地区大会ドタキャンで申し訳ござい
ませんでした。フー・チン君にもお
こられました…。

時下　俊一	 毎年この季節になるとボヤキたくな
るのですが、年を取ってからの花粉
症、つらいです。

中野　賢二	 暖かくなりましたね。私は花粉症で
はないので、春を十分楽しませても
らいます。花粉症のみなさまごめん
なさい。m(_ _)m

中村　圭一	 先週、広島に所用があり、その機会
に原爆資料館などを見学して参りま
した。30年ぶり、２度めの見学で
したが、改めて悲惨さを痛感させら
れました。涙なくして語れません。
平和のありがたさをかみしめ、日々
の活動に生かして行きたいと思いま
す。

西山　　肇	 昨日の球場開きに多くの方に足を運
んで頂きました。ありがとうござい
ます。

宮嵜　　慎	 東日本大震災から７年が経ちました
が、まだまだ復興の道のりは遠い様
です。これからも心を寄せていかな
ければならないと思いました。ＲＣ
活動がんばります。

倉繁　　裕	 平昌オリンピックをきっかけとして
南北朝鮮の融和ムードが高まり、一
気に米朝トップ会談の計画に至って
います。北の核放棄につながれば、
日本の脅威も低減し、世界平和につ
ながりますが、まだまだ見極めが必
要でしょうか。

髙橋　雄一	 東日本大震災から、もう７年。あの
時の気持ちは忘れずに日々前に進み
たいと思います。



〈2017 － 2018 年度 委員会別会議の様子〉


















